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一
九
五
一
年
十
月
イ
ギ
リ
，ス
勞
働
黨
は

： .f

S
の
議
席
の
差
を
も
つ
て
保 

守
輿
に
敗
れ
、
六
年
に
わ
た
る
政
櫸

Q

座
が
ら.
お
り
た
の
で.
あ
る
が
、
そ 

.の
間
に
な
：さ
れ
だ
國
有
化
政
策
が
果
し
て
社
會
主
！

|

政
策
で
あ
つ
たか
ど

 

t
か
は
卒
直
にIK

っ
て
き
わ
め
て
疑
わ.し
い
。
特
に
朝
鮮
動
亂
む
勃
發
と

： 

い
ぅ
新
し.
い
事
態
に
對
處
し
て
、
.
福
祉
國
家
は
次
第
に.'
:「

防
衞
國
家」

'に
：
.

.  

變
貌
し
ば
じ
め
た
と
き
、
そ
，れ
.
は
何
ょ
t
も
混
合
經
濟
が
そ
の
限
界
に
達、' 

し
た
こ
と
を
意
味
し
か
い
だ
ろ
ぅ
か
。
そ
し
て
そ
の
限
り
で
は
勞
働
黛
の

，. 

i

が
保
守
黨
へ‘の
橋
わ
た
し
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
.
は
遺
憾
な
が
ら
，事. 

實
な
の
で
あ
る。；
.

.

.

'
 

ぐ..
..

；V
.

.

..

今
年
の
ニ
月
ニ
三
日
セ
ニ
四
日
、
下
院
で
イ
リ
テ
ン
外
相
は
、

#
猶
黨. 

左
派
の
ハ
ロ
ル
ド*，
ウ
イ
ル
ソ
ン
の
質
間
に
答
次
て

「

ド
イ
、ツ
の
中
立
は. 

不
对
能
で
あ
り
、
.
ソ
グ
ハ
！
卜
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
.ド
イ
ツ
を
再 

帘
備
し
て
西
歐
防
衞
共
同
體
.(

£
«.
0..

'0
ゾ
に
參
加
ざ
せ
る
こ
：と
で
.あ.

る.」 .
と
し
た
と
き
、
前
外
相
モ
リ
ソ
ゾ
等
が
や
む
を
得
ず
と
し
て
こ
れ
に 

賛
成
し
た
。
こ.れ
に
對
し
コI
ル
は
三
月
六
日
の
二
ユ
ー*

ス
テ
ー

ッ
マ 

レ..

ア
ゾ..
ド
'
.
*ネ
ー.
ダ.
ョ.
ゾ
紙
に
お.
い
て
、
ド
ィ
ッ
の
再
軍
經
が
世
#
の 

平
和
に
：と
っ
て
最
も
危
險
で
あ
る
と
抗
議
し
•
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ 

.う
な
結
果
は
す
で
に
勞
働
黨
の
政
策
の
變
化
め
な
か
に
豫
知
す
る
こ
と
が 

、で
き
た
ば
ず
で
あ
る
。

度
：そ■の
政
策
の
變
更
を
あ
え
て
し
たi

黨 

は
、
將
來
に
わ
た
：っ
て
長
く

「

福
祉
國
家」

：

の
實
現
とr

防
衞
國
家」

の 

板
狹
み
に
な
っ
て
苦
惱
す
ゐ
だ
ろ
う
。
し
か
し
I

は
.そ
れ
だ
け
で
あ
る 

5
か
0
思
う
に
ィ
ギ
リ
ス
勞
働
黨
に
と0
て
は
將
來
の
大
き
な
課
題
は
、 

再
眾
1

題
の
ほ
か
に
植
民
地|§
制
の
危
機
と
い
うこ
.

とが
.あ
げ
ら
れ
ね 

ば
な
ら
な
い
。
.
植
民
地
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
ゆ
く
か
、
こ
れ
は 

實
に
將
來
ィ
ギ
リ
ス
勞
働
黨
に
課
せ
ら
ぎ
た
げ
ん
し
ゆ
く
な
課
題
で
あ 

る
。-
IV.
わ
ゆ
るH  
メ X

ィ
ア
體
制
よ
り
コ
モ
ン
ゥ
；

ル
ス
體
制
の
變
化
の 

.
な
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
勞
働
黨
の
植
民
地
政
策
の
變
貌
を
み
る
こ 

と
が
で
き
た
が
、
し
か
し
そ
れ
が
果
し
て
社
會
主
義
政
策
の
た
め
の
も
の 

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
だ
ぜ
な
ら
戰
後
わ
ず
か
.數
年
に
わ 

た
っ
て
っ
ぎ
つ
.ぎ
に
行
わ
咖
た
植
民
地
及
び
自
治
領
に
對
す
る
大
幅
の
讓 

步
は
、
國
內
的
に
は
さ
き
に
の
ベ
た
よ
.う
な
經
濟
的
な
ゆ
き
づ
ま
り
と
對 

外
的
に
は
、
，
お
き.え
が.
た
い
民
族
運
動
と
ア
メ
リ
ヵ̂
本
主
^
の
は
げ
し 

.
い
耍
求
の
前
に
屈
し
た
結
果
と
も
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
何
よ
り
も
ィ 

ギ
リ
ス
資
本
主
義
に
と
つ
て
、
や
む
を
得
ざ
る
延
命
策
と
も
見
る
こ
と
が 

で
き
る
か
ら
で
あ
る,

勞
働
黨
は.
か
り
に
國
有
化
政
策
や
社
$

障
制
度 

■の.
場
合
に
は
、保
守
黨
に
對
し
敵
對
者
と
し
て

.
立
ち
現
わ
れ
る
と
し
て
も
、
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維
新
期
の
人
口
調
査
と
そ
の
一㈣
丨

■

■

こ
と.

植
§

傾
題
に
及
ぶ
や
直
ち
に
保
守
黨
と
，共
同
戰
線
を

.
は
ら
な
'け
れ 

」

ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
かV
私
は.
思
う
。
ィ
ギ
リ'ス
資
本
主
義.

.

の
危
機
は
實
は
勞
働
黨
に
と
，，ヴ
て
も
あ
る
意
味
で
危
機
で
あ
る
か

'ら
で
は
■
 

•
な
い
だ
ろ
う•
か
。
こ
こ
ろ
み
に
想
え
！
か
つ

V
-.

一
 
九
三
〇
年
代
、
資
本
主. 

義
の
一
般
的
な
危
機
の
段
階
に
お
い
て
、
ド
ィ
ッ
社
會
民
主
韻
は
、

'ィ
ギ..
.
 

u-
ス
勞
働
黨
は
、
そ
し
て
ィ
タ
リ
ヤ
社
會
黨
は
、
.資
本
主
義
の
打
倒
を
聲 

'
高
く
叫
び
な
が
ら
、
革
命
！
：營
と
積
極
的
に
共
同
戰
線
を
お
し
す
す
め
た 

丨
で
あ
ろ
ヶ
か
。
資
本
主
義
體
制
が
.
危
機
に
ひ
ん
す
れ
ば
ひ
ん
す
る
ほ
ど、. 

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
も
エ•1
べ
ル
卜
も
そ
し
，て
ま
た
ト
.ゥ
ラ
テ
，
'

ィも
»:
本
主
義 

'の
變
革
そ..
の
も
の
に..
は
眼
を.
そ
む
げ
て
改
革
主̂

に
は
し
ろ
う.
と
^
た
。 

か
ぐ
し
て
社
會
民
主
主
義
の
理
論
、
一

K

ぃ
が
え
れ
ば
混
合
經
濟
の
構
想
は
ノ 

現
存
社
會
が^
造
的
な
危
機
に
直
面
す
る
ど
き
、

.
そ
れ
は
新
し
い
推
進
力
，
 

と
な
る.
ょ
り
は
む
し
ろ
そ
の
革
命
的
危
機
を
緩
和
す

.
る
中
郝
劑
と
し
；て
從 

立.
と
う.
と
す
る
。
パI
ム
•
ダ
ッ
ト
も
指
摘
す
る
ょ
う
に
今
や
英
國
資
本 

主
義
が
危
機
に
直
面
し
て
い
石
と
き
、
.
從
つ
て
英
帝
國
を
さ
さ
え
る
植
民 

.

地
谴
制
が
く
づ.
.
れ
去
ろ
う
と^'
て
い
る
と
き
、
.勞
働
黨
の
將
來
は
樂
觀
を 

砂
る
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
勞
働
黨
.
は
：そ
の
政
策
上
：だ
け
.で
は
な
く
そ
の 

;

理
論
の
上
で
も
新
し
い
反
省
と
再
檢
討
を
せ
ま
ら
れ
る
時
機
に
到
達
し
た 

'.
か
ら
で
ぁ
る
、̂
. 
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.

ニ
、
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雜
に•
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け
る
人
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調
査.(

以
上
本
號)

三
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都
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末
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維
新
期
に
お
け
る
人
口
調
蜜
そ
■

:

幕
末
に
お
け
る
全
國
人
ロ
の
畠
集
計
と
、
.明
治
初
年
の
そ
れ
と
の
間
に
存 

.

■■
ず
る
六
百
萬
乃
至
七
百
萬
の
差̂
は
、
淡
し
て
ご
の
時
期
に
お
け
る
急
速 

.

な
人
口
增
加
を
意
味
す
る
も
の
で
は
.
な
く
、
德
川
時
代
に
お
け
る
人
口
調 

■

.
查
'の
制
度
的
な
缺
陷
_か
ら
來
る
所
謂
帳
外
の
民
の
存
在
に
ょ
る
も
の
で
あ 

V

り
、. '
從
づ
て
享
保
以
降
、
，近I
後
半
に
.お
い
て
も
緩
慢
な
が
ら
人
口
增
加 

.

.
の
現
象.
が
み
ら
れ
た
事
は
、/旣
に.
幾
多
の
先
學
に
ょ
つ.て
述
べ
ら
れ
て
い. 

.
石
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.
こ
の
事
は
基
準
と
'な
つ
た
雨
時
代
の
人
口
調
蜜
が
異 

■■
種
の
も
の
で
あ
り
、
，そ
の
內
容
、
■
方
法
に.
お

い

て

同

_
ー
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も
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い
事 
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を
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等
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三
田
學
會
雑
誌
第
四
十
七
卷
笫
十
ニ
號 

れ
は
決
し
て
同
一
の̂

準
を.
も..っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
_

の
'
' 

制
度
に
よ
り
、
除
外
さ
办
る
入
！
?
®c
a
の
多
か
つ
た
の
に
對
し
、
.
明

治

五

年
. 

以
降
に
お
い
て
は
戸
籍
法
の
實
施
に
，よ
り
、
全
國
的
に
同

一
.

の
規
準
令
も 

っ
て
な
さ
れ
、
.
法
的
に
は
除
外
人
口
は
消
滅
し
た
か
ら
數
字
の
上
で
か
な
，. 

:
り
の
增
加
が
見
ら
れ
る
の
.
は
當
然
で
あ
る
。:但
し
、
七
の
場
合
と
雖
も
初 

期
に
お
いV

は
實
施.
の
不
徹
底
か
ら
猶
相
當
の
睨
漏
者
が■あ
つ

た

^

^

、. 

最
初
に
發
表.
さ
れ
た
數
字
は
後
年
の
補
芷
：に
よ
.
っ
て
改
め
ら
れ.
て
い
る
。.

AJ

も
か
く
相
對
的
に
言
え
ば
德
川
時
代
に
.對
し
遙
か
に
整
備
さ
れ
た
調
査

.  

が
始
つ
：た
と
言
え
よ5
。
''
: 
. 

:

■

:(

胜

：
一

〕

弘
，
化

三

年

(

ー
八
四
六)

1
ー.
：一ハ、
九
〇
七
、
六
ニ
五
人
に
對
し
、

1: 

:

明
治.
五

年
P

八
七
二)

.
三
三
、1:
ー
〇
、
へ
1:
ー
五
人
、
後
に
辅
正
さ 

.
れ
三
四
、
八
0
六
、
〇.
〇
0
人

(

推
許)

.
と
な
っ
た
。

•
(

註1
1
)

除
外
人
口
の
種
々
な
る
例
忆
っ.
い
て
は.
、.
關
山
直
太
哪X

近.

-

世
日
本
人
ロ
の
研
究』

，昭
和
一
一
十
三
年
、
六
十.
六
，頁
以
下
、
及
び
野.

村
兼
太
邡「

江
戶
時
代
凇
お
け
る
人
ロ_

查」
(

三
田
學
會
雜
誌
第
四 

パ

.
：

十
二
卷
第
三
號
所
m
Y
參
照
。 

,

乂
註
三)

明
治
2£
年
乃
至
十
年
の
戶
籍
寮
潑
表
の
人
ロ
數
と
、
後

年
の

，
■
 

內
間
統
計
局
に.
よ
る
推
計
人
口
對
比
に
っ
い
て
は
、
內
間
統
針
局
縞 

.

『

明
治
五
年.
以
降
我
國
の
人
口』

昭
和
五
年
、
三
頁
以
，下
參
照
。_

.

こ
の
人
口
調
査
の
變
遷
、■卽
ち
宗
門
改
、
或
い
は
人
別
改
.(

以

下

宗

門： 

人
別
改
と
辆
す
る)

.
か
ら
明
治
五
年
め'壬
申
^
籍
に
至
る
變
化
は
、
.
封
建 

的
宠
配
體
制
の
崩
壊
が
な
く
て
は
不
可
熊
で
あ
っ
た
し
、
逆
に
そ
れ
は
維 

新
^

<

政_

確
立
の
一
指
標
と
し
て
考
え
る
寧
が
で
き
る
が
、
こ

の

變

化

.

. 

-

、

六

四-(

—*
一
 
四
ニ)  

. 

•

が
直
ち
：に
な
さ
れ
た
も<0.
か
否
か
に'っ
い
て
、
少
し
吟
味
す
る
必
要
が
あ 

る
。
所
謂
壬
申
戶
籍
は
、
明
治
五
年
一
へ
！̂

一

 
日
現
在
に
お
け
る
戸
籍
調
査
：
 

で
あ
り
、..
前
年
四
月
四
日
の
太
政
官
祐
吿
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
.こ
の
布 

吿
に
っ
い
て
は
今
こ
，こ
で
檢
討
す
る
餘
裕
は
な
い
が
、
こ
の
年
以
前
に
維 

新
政
府
に.
よ
る
人
口
調
査
は
な
か
っ
た
の'̂
ど
ぅ
か
、
杌
年
に
お
け
る
諸 

法
令
の
內
か
ら
人
ロ
關
係
の
も
の
.
を
拔
き
出
し
て
み.る
事
に
す
る
。

㈠
，
明
治
元
年
十
月
、
會
計
局
よ
り
關
東
諸
縣
へ
對
し
村
鑑
長
の
提
出
を 

.

.
命
^

。.
' 

'.

.
㈡

明
治
土
年
ニ
月
ー
ー
十
三
日
、
會

計

官

よ

り

同

じ

べ

の

提

出

を 

命
じ
て
い
る
が
、
地
域
的
に
ど
の
範
阖
か
は
不
明
で
あ
る
。

㈢.

明
治
一
一
年
六
月
四
日
、
民
部
官
よ
り
京
都
府
に
お
い
て
編
成
の
戶
籍 

書
式
を
府
縣
藩
へ.
■通
達
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
調
査
の
施
行
と
、

:■
集
計
の
提
出
は
命
じ
て
い
な
い
。
こ
の
書
式
が
如
ボ
な
る
も
の
で
あ
る 

:
か
に
つ
い
て
は.『

法
令
全
書』

.
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る。
.

•  

H

明
治
ニ
年
六
月
ニ
十
萁-0
、
行
政
官
よ
り
各
雜
に
對
し
租
税
、
戸
口 

に
つ
い
て
調
査
を
命
じ
て
い
る
。

S

明
治
三
年
二
月
一
，一
十
九
日
、
兵
部
省
か
ら
前
年
の
十
月
、
.諸
雜
縣
へ 

命
じ
た
藩
籍
調
書
の

E
、

必
耍
事
項
の
雛
形
を
示
的
六1
急
提
出
方
を 

求
め
て
い
る
。
そ
の
内
に
戶
ロ
に
關
す
る
項
目
が

.
あ
る
。

..的
明
治
三
年
四
月
七
日
、
太
政
官
よ
り
舊
幕
府
領
に
對
し
村
鑑
帳
等
の 

提
出
を
命
じ
て
い
る。.
.

㈦

一
年.
五
月
、
民
部
省
よ
り
各
府
縣
藩
宛
に
次
の
如
く
命
じ
て
い

‘「

戶

薦

褽
7
儀
<
道
免

：ー；定
- /

規
則
|

可

相

達

震
3 
:夫
迄
;/
處 

羅

雛

形

ニ

ー

德

、
ヒ

、'  
在
來
：ノ
：人
別
帳
ヲ
以
戶
^

<

員
其
外
總
計
不
拽 

V
:
.:
様
取
調
、^
.々
可
差
出
候
事1--.X

 
諸
藩
宛)

' 

' 

.

.「

一!
1
1̂

ノ
儀
€
巳

六

月

處

形

ヲ

奴

相

蕾

猴

間

、
：

.
沬
々
：取
調
中 

斤C

可

宥

產

共

、
ノ
右
：ハ
追
テ-.
定
ノ
：規
則
相
立
更
亡̂

:•
:

共
，
夫

.̂
ノ

處

別

觀

形

~
從
ヒ
右
高
戸
敷
人
口
總
計
不
洩
樣
取
調 

h
'/,
往
返
日
數
ノ
：外11:ー
十
日
ヲ
：限.
リ
：可
差
迪
事」

.-
:
:爵
縣
宛)

.
,

緒
局
㈠
、.

㈡
、
：'H
,a
㈥
は
村
儸
帳
そ
の
他
姐
；税
に
關
す
る
報
告
一
般
の 

提
出
を
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
内
に
戶
ロ
數
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら 

と
|«
つ.V

- '
れ
を
人
口.
調
査
と•
見
做
す
杧.
は
疑
問
で
あ
る
。
同
樣
转
に
つ'
 

い
：て
藩
忆
徵
す̂

調
査
で
あ
る
點
と.、
命
令
官
廳
の
點
か
らA
ロ
調
査
と 

比
言
：い
兼
ね
る
。(B
)
は.「

在

谏

ノ

人

讓
J
fc
ょ
る
と
ぱ
言
え
、

.

か
か
る. 

根
本
資
料
に'ょ
^
調
耷
を
命
じ^ .
い
名
撒
で
法
目
さ
れ'る
；が
暫
话
的
な
咎 

の
セ
あ
る
激
：は
衝
次
中
か
ら̂
>_

み
，と..れ
る.
。
.

+:

こ
の
樣
な
勵
で
闫
の
京
都. 

府

1C
.
お

妙

石

養

社

 
一
_
應
興
脒
をm

::
<
?
fe
だ
殘
念
众
が
ら
書
式
は
省
略 

さ
れ
茂
居^

..
'

從
來
の
宗
門
改
慷.と
如
何
な
る
點
：で
属
る
め
か
、：
又
壬
申
；
 

.
戶
籍
と
の
關
係
も
知
り
得
な
い
。

(
眭

}
0

,

こ
の
布
告
は
前
文
、

本
文
三
十
ニ
則
及
び
書
式
•
ょ
り
な
る
。

•
.
.
全
文
：に
っ.
'ぃ
；て.
は

內

调

官

報

局

發

行

与

法

令

，全

聱

-』」

明

.治

四

年
 

百
十
四.
乃
至
苗.
三
十
八
寘
參
照
。
-'
:

- :

•
V-
.'
:•

■:
:. I

.

(

胜
，5

 

.同
:#
、

明

治

：元

年

、

三

：
百

ニ

1*-

ゼ

頁

。

V

^
註

：
三

〕

-.
.'.
同

誊

、
；

.
明

治
1
1年

、
：
九

十

五

寅
0
>

::

へ'(

胜.
四)

:'
'
:
»
書
',
;
:
同
带
、.'I  
I

H11、

，li
:
ss
!:.::  .

■.
:
'

)

：」

：

.

.

,
宗
£:
#
獮

尤

兮

雷
5
籍
べ
レ0'.
;.
.:/
:

:

.

'(

註
五 >
:

同
*
、
同
年
、IV  
百 
m+
A-
?
n 

.'
■
. :
:(

哉
六〕

同
書
、
明
治
三
年、
' 六
十
三.
、'
六
十
四
頁
.0. 

,  

•

:
.(M

七)

：
同
書
、：同
气
八

.
十
六
頁
。
.
.

'

.1
'.(

註
'八)

'
同
書
、
同
年
、
ニ
百
ニ
十
八
々
三
十
肓。：_ 

:
パ

以
上.
の
他
、
幕
末
に
近
ず
く
に
つ
れ
增
大
し
.た
と
見
ら
れ
る
無
籍
者
忙 

_

す
る
處
置
と.
し
て
、f

等
；の
者
の
入
籍
を
命
ず
る
！

f<
}4

、，

廣
い
意
味 

、

で
の
入
口
調
査
の

1

環
と
な
し
得
よ
ぅ
。
文
、
こ
の
時
_

fc
は
地
'方
的

な
• 

調
逛
が
從
來
の•
宗
門
人
別
改
と
は
別
に
行
わ
れ
て
い
た
事
も
注
！

I

思
す
''へ
き 

で
あ
ろ
ぅ
。
例
え
ば
、
野

村-®
太
郞
教
授
の.
紹
介
さ
れ
て
い
'：る
明
治
四
年 

•
め
武
藏
、
下
野
兩
國
の
戶
_

r

':「

兩
豐
外
の
國
々
に
も
同
樣
に
行 

な
わ
れ
た
か
ど
ぅ.
か
は
全
く
知
ら
な-1
0」

，‘と
さ
れ
て
い-
る
が
：「

過
渡
期 

の
一
資
料
と
し
て
興
味
あ
る
も
の

」

と
言
え
る
。
又
、
.
我
國
に
お
け
る
最1
 

初
の
近
代
的
統
計
學
者
杉
享'

11.

に
よ
る
明
治
一
一
年
の
靜
岡

_

現

在

^

|

’調 

は
、
未
完
成
に
終
っ’た
と
は
言
え
、
新
方
法
に
よ
る
人
口
調
査
の
企
て
と 

し.
て
注
目
を
引
く
。
結
局
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
未
だ
確
、乎
た
る
方
針

'も. 

定
ら
ず
、
且
っ
維
新
の
動
亂
も
未
だ
終
息
せ
ず
、
中
央
政
府
と
し
て
の
權 

.

:

力
も
十
沿^
發
揮
し
得
ぬ
と
言3
政
治
的
な
弱.
み
も
加
わ'P

て
全
國
的 

.
:

な
、
：
同.
ー'
の
規
準
に
;1
る
調
查
社
狞
わ
れ
得
な
か
っ
.
た.
と

言

え

，
る

。

し
.
か 

し
、
地
方
的
に
せ
よ
、
新
方
式
に
よ
る
調
査
は
全
然
行
わ
れ
な
か
.っ
た
わ 

-

け
で
は
な
く
、
壬
申
戸
籍
へ
の
途
は
進
行
し
っ
つ

.
あ

っ

た

事

は

無

視

.す

る 

事
は
で
き
な
い
。
 

.

,

(

註
'-)

：'
明
®
: 

一
 f

.n
l

月
''

；
'行
政
官
よ
り
命
ずV

.『

法
令
全
書』

明
治.

.
ゴ
4.
年
-:
:
'苜
三
屮
六
頁
：參
照
。

 

v

' 

.

.

六
'五

(
1

1

四
三)



三
田
學
i

誌
第
四
十
七
卷
第
十
二
號
、

C

註
：

1
1
)
；

野
村
餘
太
郞
，『

維
新
前
後』

：昭
和
i

ハ■年
、
.，
ニ

百

五

.
十

九

頁

(

i
p

同
灰
炙
よ
る
最
初
め

.
調
査
、
及
び
維
新
期
に
お
け
る
政
表
作 

成
に.
關
す
る
政
府
へ.
の
意
見
誊
に
っ.
い
て
は『

杉
先
生
講
演
集』

明 

治
一
一

J

十
五
年
版.Q
附
錄
疚
照
。
..
な
お.
黑
初
兵
治
郎
，

「

明
治
初
年
の.
靜
； 

.

岡
藩
及
び
甲
斐
國
人
別
調

」
，(

日
本
經
濟.
史
硏
究
編『 .
幕
末
維
新』 

三
百.
-
頁
以
下
'̂
/
收)
參
#
。

他
方
從
來
の
宗£
改
帳
は
哬
年
迄
籲
い.た
の
で
あ
る
ぅ
か
。
で
れ:̂
各
， 

藩
に
よ
つ.
て
：區
.々
で
あ
ろ
ぅ
。.
宗
門
改.
帳
提
出
の
基
礎
と
な
つ■た
切
支
丹： 

禁
止
の

法
♦
は
王
政
復
古
以
软
に
おい
て
も

®
々

相
吿
さ
れ
、
む
し
名
攘- 

夷
思
想
の
影
響
か
ら
、
よ
り
嚴
重
と
な
々
肥
前
國
浦
上
村
の
如
く
多
敷
の 

流
刑
者
を
出
す
に
至
つ
法
令
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
敎
の
解
禁
は
.明
 

治
六
年
一
一
月
で
お
ぐ
從
つ
て
雜
新
双
後
も
引
續
き
從
來
通
り
の
宗
門
改

. 

が
行
わ
れ
る
形
式
的
处
根
猇
は
存
在
し
た
と
み
て
よ
い
。
法
令
の
上
か
ら 

言
え
ば
、
期
治
一

R

年
十
月一

一
十
五
日
の
太
政
官
布
街
に
、「

切
支
丹
宗
門 

改
方
、.
逍
ケ
御
規
則
相
立
候
迄
：ハ
、»
¥
砠
之
所
置
に̂

双
ヒ
、

調
.!1
3
と
あ
り
、
明
治
四
年
干
月
三
日
の
大
藏
省
よ
り
の
通
達

r

練

準 

'戸
籍
法
改
正
二
 
#
、
佺
前
ノ
宗
門
人
別

_

被
廢
候
條
、
自
今
不
及
差
出
事

」

■
 

に
至
る
間
は
宗
門
改
帳
は
依
然
と
し
て
存
續
し
得
た

。.

.
.

(

独

一
)

柿

崎

'IE
.治

.

『

切
支
丹
禁
制
の
終
末』

大
正
十
五
年
、
九
十
五 

頁
以
下
、
.
及
び
戸
谷
敏
之『

切
支
丹
農
民
の
經
濟
生
活』

昭
和
十
八 

年
、
四
十
七
頁
.以
下
參
照
。

.
(

_
 
ニ 

V
,
明
治
六
年
二
月
ニ
十
一
日
切
支
丹
禁
制
の
高
札
は
初
め
て
撤

.

六

六.(

一.
一
四
四)

.

去
さ
れ
た0_ 
,

.

.
バ
註三

： }
『

法
令
全
書』

'
朋
治
元
年' 
一一

i

百
三
十
六
頁。
•

.(

註
四)

同
書
、
明
治
四
年
、
五
百
六
十
頁。
..

で
は.
--
0_

な
諸
調.
査
の
；成

果

如

何.^
ぁ
る
が
、
果
ル
て
政
府
へ.(
D
報 

吿
が
全
國
の
府
縣
藩
か
ら
揭
出
さ
れ
た
か
否
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
少
く 

も
提
W-
さ
れ
允
確
證
も
な
く
、
又
提
出
が
あ
つ
た
と
し
て
も
今
日
明
ら
か 

に
し
得
る.
の
は
た
だj

つ
の
例
外
を
除
い
て
は
見
出
じ
得
な
い
。
例
外
と

. 

し
て
は
、
，
前
揭
神
の
調
査
に
對
す
る
囘̂̂
で
、
そ
れ
も
全
國
が
揃
つ
て
い 

ノ
る
わ
け
で
は
な
い
。
.
從
つ
て
弘
化
一(一
一
の
幕
府
に
よ
る
近
世
最
終
の
調
査 

.
以
後
、：

壬
申
戶
籍
に
よ
り
兎
も
が
く
計
算
さ
れ
た
數
字
に
至
る
間
は
、
.
我 

が
國
の
全
人
ロ
，數
技
調
查
史
的
に
空
白
众
の
で
あ
る
。

(

註
ー)

:.
土
屋
喬
雄「

明
治
初
年
の
人
口
構
成
に
關
す
る
一
考
察

」 (

社.

.

■會
經
濟
史
學
第
：
ー
卷
第
/一

 
號
百
四
十
四
頁
以
下

)

は
こ
の

資
料
紹
介 

»

で
あ
る
。
 

•

'(

註
ニ)

一

說
に
よ
れ
ゼ
嘉
永
五
年
の
集
計
が
想
定
さ

.
れ
て
い
る
が
疑
：
 

問
の
點
も
多
い
の
で

j

應
こ
の
年
の
集
計
を
幕
府
に
よ
る
最
後
の
調 

査
と
す
る
。
關

'山
直
太
郞「

德.
川
時
代
の
全
國
人
-ロ
に
關
す
る
疑
問 

と
考
察
1(

社
看
經
濟
史
學
第
十
 
一
•
第
十 
一•

二
號
所
收)

參
照
。.  

:
そ
こ
で
、
全
瞭
と
し
て
言
え
ば
、
王
政
復
古
以
後
壬
申
戸
籍
に
至
る
間 

の
我
が
國
に
お
け
る
人
口
調
査
は
、
從
來
の
宗
”
改
帳
と
並
列^
て
、
新 

な
方
式
に
よ
る
調
査
の
試
み
が
地
方
的
に
行
わ
れ
て
い
た
時
期
と
な
し
得 

.
よ
ぅ
。
德
川
時
代
的
な
人
口
調
査
が
完
全
に
拂
拭
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り 

:
壬
申
戸
籍
を
待
た
ね
ば
な
ら
.
な
か
つ
次
。

壬
申
戶
籍
は
謂
わ
ば
こ
の
樣
な
前
史
を
持
つ

.
て
い
る
譯
で
あ
る
。
こ
.̂ 

で
こ
の
戶
籍
編
成
、の
意
圖
や
、
.經
過
等
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
な
の
で
あ 

る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
だ
け
で
獨
立
し
た
一
個
の
硏
究
題
目
で
あ
り
、
小
論 

の
な
し
得
る
處
で
は
な
い
。
且
つ
又
、
從
來
の
硏
発
も
僅
か
な
が
ら
見
出 

さ
れ
る
儲
で
あ
る
の
で
一
切
を
省
略
す
る
事
に
す
る
。
な
お
法
令
は
先
述 

,

の
如
く
0
打
令
れ
て
居
り
、
.
書
式
や
記
載
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
に®
 M
 

を
も
づ
て
觸
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
本
稿
の
主
眼
と
す
る
の
は
、
.か
か
る
一
般

■
 

的
背
景
を
念
頭
に
置
き
つ
つ

1

地
方
I

詳
し
く
は
紀
供
國
牟
莫
郡
尾
麓 

組
I

に
殘
さ
れ
た
維
新
期
に
お
け
る
人
口
統
計
資
料
に
つ
い
て
紹
介
と

. 

分
析
を
行
わ
ん
と
す
る
事
に
あ
る
。
：

•
本
論
に
入
る
前
に
、
.
i
の
組
の
屬
す 

る
舊
和
歌
山
雜
の
人
口
調
査
に
つ
い
て
觸
れ
て
置
く
必
要
が
あ
る

。
/ :

:

二
和
歌
山
藩
に
お
け
る
人
口
調
査

，
ま
ず
同
雜
に(I)

け
る
宗
門
改
の
實
施
で
あ
る
が
、

『

南
紀
德
川
史』

に. 

お
け
る
次
の
記
載
は
享
保
以
後
に
お
け
る
こ
の
離
の
宗
門
改

.
の
.基
調
を
介 

す
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
.
な
お
こ
の
史
料
は
文
中
の

「

五
十
六
年
以
前
萬
治
三 

年」

、
r
lt
拾
年
以
前
一
如
祿
九
年

」

1
言
ぅ
記
載
が
ら
享
保
元
年
の
も
め
と 

'見
ら
れ
る
0

「

■
■

.
,

-

■■
'
.
.

■
■
-
.
.

_:

人
別
宗
門
改 

：

:
i

先
年
は
總
改
と
申
候
て.'
:
在
々
八
歲
以
上
人
數
例
年
春
廻
り
之
節
、
.犬 

.皮
屋
紙
切.
に
改
印
形
見
屆
候
處
、
其
以
後
八
歲
に
成
候
漭
、
.並
に
他
所 

.

ょ
り
入
り
人
年
々
大
芘
屋
改
に
：成
申
候
、

.
其
上
に
て
組
切.
に
改
候
、
.
犬

.-
'
.

 

宗
門
改
帳
ょ

(

り.
主
申
戸
籍
へ
.
A
 

一

:

零
へ.
マ
議
：：聽

驗_

ー"：藝

靡

.
•
.
.
庄

屋

誓

文

狀

郡

奉

行

べ

差

出
申
候
'

但
郡
に
て
_

奉
行
改
大
茁
屋
之
年
數
違
^
員
も
豸±
由
に.
砠
罾
_
、

:
貳
拾
年
以
前
之
內
に
も
郡
奉
行
の
料
簡
次
第
.に
て
總
人
數
宗
門
改
判 

■

大
庄
屋
見
屆
貌
も
有
之
由
に
相
聞
候 

一
八
歲
に
滿
候
序
供
並
他
所
他
村
よ
り
前
年
改
以
後
入
人
之
分
、
毎
年
春 

-

之
內
ー
組
切
に
大
庄
屋
相
改
宗
門
改
の
一
札
に
判
形
取
、
其
上
に
て
誓 

文
狀
を
以
郡
奉
行
へ
相
達
候 

一
村
々
人
數
增
減
は
毎
春
庄
屋
肝
煎
相
改
大
庄
屋
へ
出
し
、
組
々
總
人
數 

增
滅
之
書
付
大
庄
屋
よ
り
郡
奉
行
へ
差
出
、
其
上
に
て
奉
行
所
，へ
相
達 

候

'

, 

, 
'.

■

.

一
五
十
六
年
以
前
萬
治
三
.
年
忆
在
々
男
女
八
歲
以
上
の
分
總
改
有
之
、
郡 

.々
に
て
郡
奉
行
判
形
見
屆
候
由
に
御
座
候
、
右
之
齋
年
も
總
改
有
之
由
、 

又
寬
文
五
年
に
も
總
改
有
之
田
、
省
之
以
後
總
改
は
無
之
甶
、
尤
郡
に

. 

.
よ
り
總
改
之
度
數」

'同
に
は
無
之
樣
にi

候

.

(

以
下
省
略)

.

. 

.

:

(

註)
『

南
紀
德
川
史』

■
第
十
册
、
昭
和
七
年
販
、
三
西
二
十
八
.、
九 

.

頁
0
な
ぉ
钚
點
は
引
用
者
が
附
し
た
。.

右
の
記
載
要
ら
、
上
の
藩
に
お
け

^
宗
們
改
が
人
別
改
と
し
て
の
耍
素

. 

を

,#
分
に
持
ち
、
大
庄
垦j

郡
奉
行
と
い
ぅ
地
方
系
統
の
線
に
よ
っ
て

，
調

查

；
ヵ

行

わ

れ

て

-
>
::

^
>事
力

明
：^
力
と
な.
っ
た
。
又
總
改-̂
卽
ち
宗
門.

改
帳
か
作
成
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
ぅ
が
|

が
少
く
も
享
果
頃
は
毎
年”
 

行
わ
れ
ず
、
し
か
も
郡
に
よ
っ
て
異
る
と
言
っ
た
狀
態
で
あ
っ
た
。
又
宗

. 

.

-

:
六.
七.

(I 
1
H
五
.

)

.

1
||
II；
1
II 
I!
I



三
，田
學
會
雜
誌

第
四
十
七
卷
第
十
二

號

門
改
を
受
け
る
の
は
八
歲
以
上
で
あ
る
か
ら
、
こ
め
種
の
史
料
、に
は
そ
れ 

2
^

の
幼
兒
に
關
す
る
記
載
は
一
切
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
少
く
も
宗
門 

改
に
お
け
る
大
庄
屋
の
位
置
が
か
な
り
重
要
で
あ
名
事
も
注
目
さ
れ

3
 
,
 

こ
の
琪
は
和
歌
山
雜
に
お
け
る
地
方
茭
配
の
特
質
と
も
か
ら
ん
で
來
る
の 

で
あ
る
が
、
今
は
觸
れ
な
い
。
で
は
享
保
以
後
に
お
け
る
宗
門
改
が
如
何 

な
る
形
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
こ
れ
を
簡
單
に
語
っ
て
く
れ
る
史 

料

は

今

の

上
.̂
ろ
1
^
し
得
な
い
。,

$
か
に
利
用
し
得
る
：$

鄕
奥
熊 

野

尾

證

大.
庄
屋
^
i
r
、'管
下
十
四
ヵ
村
の
宗
門
改
帳
を70
文
以
降
殘 

;1>
'
て
い
る
が
、
：姪
意
す
べ
.
#
对.
こ
れ
が
何4
も
六
年
每
に
».
か
れ
て
い
る 

,
點
で
あ
る
。
卽
杠
冗
文
三
洋

(

1
%
士
1/\
>
を
起
點と

し
； *}

明
治
三
年( .
一. 

A
七
0)

'
續
_

治
一
一
年
を
除
き
、
六
年
毎
に
.
の
み
殘
さ
れ
て
い
る
。
勿 

論
缺
年
分
は
少<-
な
い.
。
し
か.
し
そ
の
場
合
も
十
ニ
年
、
ナ
八
年
と
い
ぅ 

間
を
隔
て
居
り
、

こ
れ
は
史
料
の
散
逸
と
考
え
た
方
が
穩
當
で
あ
る
。
勿 

.
論
と
れ
は
大
庄
屋
文
書‘で
あ
り
、
，' 
.
一
村
で
量
的
：に
揃
：っ
た
史
料
：を
未
だ
見 

.
出
し
得
な
い
：̂

^
六
年
目
毎
に
の
み
大
皮
屋
へ
の̂
W
が
な
さ
れ
た
の 

で
は
な
い
か
と
の
疑
間
が
殘
る
。

.•
し
か
し
、
前
述
の
如
く
、
こ
の
雖
の
宗 

門
改
は
大
住
屋
改
で
あ
る
。
へ
こ

.
の
鼠
則
が
享
®

後
に
お
い
て
も
通
用
し 

て
い
る
限
り
和
歌
山
雜
に
お
け
る

——

或
は
牟
裳
郡
下
に
お
け
る
一̂ 

..門
改
帳
は
六
年
目
每.に
蠻
か
れ
た
と
斷
定
し
得
る
..の
‘で
は
あ
る
ま
い.
か
。 

し
か
し
、
こ
の
他
方
、
旣
に
紹
介
し
た
如
く
、
各
村
の
家
數
人
口
、
そ
の 

他
毎
萍
變
動
す
る
漁
船
、
：
牛
馬
等
の
數
字
は
庄
隹
か
ら
寶
き
上
げ
ら
れ
て 

こ
.

の
中
に
は
八
歲
子
、
；
入
人
，
出
人
、
：
死
人
ー
に
；っ
.い
そ
は
個
人
別 

に
詳
細
な
記
戴
が
あ
る
か
ち
、
六
年
目
每
の
宗
門
改
帳
と
附
き
合
わ
す
事
， : 

六

八o

一
 
四
六.)

.

'..に
，ょ
^
、.
速
年
の
入
口
統
計
を
作
成
し
得
る
可
能
性
は
あ
る
。
こ
の
他
、 

:
記
載
範
圍
は
八
歲
以
上
で
あ
り
、
當
歳
ま
で
'の
記
載
が
な
さ
れ
る
の
は
明 

治
ニ
年
以
後
マ
あ
るP.
ぶ
' 

广

.

(

註
一)

和
歌
山
藩.
の
粗
"
大
庄
犀
に.
づ
い.
て
は
、
#
東
多
三
郞「

近 

.
■
世
封
建
制
度
成
立
過
程
の_

形
態」

.

(

社
會
經
濟
史
學
第
十

一

卷
第 

■
_
七.
、-'
:.
第
八
號
所
收)

參
照
0 

.■
■
.(

註
ニ)

.

日
本
常
民
文
化
硏
究
所
收
集
、
三
重
.縣
尾
驚
市
役
所
所
藏
史 

'
料
。

• 

■

(

註
三•

)

こ
の
史
料^
っ
い'て
は
拙
犒
.

「

近
世
に
お
け
る

一

漁
村
の
人 

■: 

ロ.
動
態
-—

紀
伊
國
牟
宴
郡
須
賀
利
浦

——
Jc 

S
田
學
會
雜
誌
第
四 

...
十
六
卷
第
十ニ：：

號
所
收)

參
照
。
；-
:
:
ン
：

：

：:

で
は
維
新
期
に
お
げ
る
人
口
調
査
は
如
何
：に
行
，わ
れ
'た
の.
で
.あ
ろ
ぅ 

.

か
。『

南
紀
德
川
史
：

1

に
は
こ
れ
に
關
す
る
記
述
は
何
等
見
出
さ
れ
な
い
。 

た
だ
切
茭
丹
宗
門
改
々
從
前
通
り
せ
ょ
と
言
ぅ
前
掲
の
太
被
官
布
告
を
記 

す
る
の
み
で
あ
る
。.し
か
し
、
後
述
す
る.如
く
、''.
'こ
の
時
期.
に
は
明
治1
一
 

年
及
び
三
年
に
お
け
る
宗
門
改
帳
の
他
、

.
幾
っ
：か
の
戸
口
關
係
史
料
が
村 

々
に.
残
さ
れ
て
居
り
、
、
幾
度
か
調
査
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
事
は
明
ら
か
で 

-
あ
る
'。..
'
宗
門
改
帳
が
若
し
六
年
毎
に
書
か
れ
た
も
の

.
で

あ

^
-
と

す

る

な

ら
 

ば
、
嵇
末
に
お
け
る
最
後
の
文
久
四
年
a
A
六
四)

の
_
次

は

明

治

三

年
 

■.:(
一：八
七S

'の
；箸
で
あ
る0:
し.
か
し
明
治
一
.一
年
の
宗
門
改
帳
も
存
在
す 

ノ
る
處
か
ら
こ
の
年
に
は
從
來
の
慣
習
を
破
っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
と 

推
察
さ
れ
る
。
又
、
明
治
ニ
、'
三
兩
年
の
宗
門
改
帳
は
共
に
八
歲
以
下
の 

者
に
っ
ぃ.
て
も
記
載
し
て
居
り
、
こ
の
翻
で
も
從
來
の
，調
査
と
，は
異
つ
て

」

い
る
。'
宗
門
改
帳
以
外
の
：戶
ロ
關
係'»
料.
は
後
述
す
る
如
く.明
治
三
年
六
：
 

.
月
2
5降
數
册
み
ら
れ
る
わ
け
で
‘
る

が:--
'-:
先
？̂

令
の
上
か
ら
調
查
が
ど
. 

の
：襪
に
衧
也
れ
文
い
，た
；か
を
見
各
事
と
す
否

：

典
據
と
：な
っ
た
史
料
は
明 

浯

~1
年
七
月
'=
0:
り
十
ー
1-
迄
、>
明
治
四
萍.f

月
ポ
り
六
月
迄
、
同
年
七
月

」 

'
よ
り
十
ー
'1
*

迄
の_

狀
留」

：さ
：册
^ :
明
治.
三
年
1
月

：よ
り
十
ー

1
月
迄 

.Q
:「

諸
達
#

iで.
':何
れ

秦

紀

伊

國

裏

郡

屢

組

大

庄

屋

：

.
'

(

鄕
長)

, 

.
の
控
書
‘き
で4̂

今
最
後
の
も
の
は
村
方->
鄉
長
^,
民
政
役
辨
.
前
三
者 

は
そ
の
逆
の
文
書
で
あ
り
、

ー
贯
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
れ
で
人
口 

調
査
の
す_
べ
：て
が
判
明
す
る-
6
け
匁
は
办
い
が
、
.
：奴
1
4是
等
の
臾
料
：か̂; 

_

顺
に
抽
出
し
て
み
よ
ぅ
。

 

.

㈠
:•
•
明
治
ニ
年
七
月
十
六
日
付
で
、
民
政
局
か
ら
次
の
如
き
命
令
が
出
て 

、
い

る

？
 

'
:
. 

.

r 

.

.

. 

. 

: 

■ 

,

.

.
;;
.:
:

%
餺.

■

パ.

"

;-
る

證

々

戶

ロ 

通

取

調

様

儀

而

僅

候

處

、
_

出
候

事
、
右
者
早
'々

取
調
可
差
出
等
い
、‘
：...
:〉

■:. 

,

■■
'
.

.

, 

' 
;バ
但
年
古
激
湘
分
り
霞.
パ.
'、'
湘

分

リ

會

欠

取

調

差

出

、
.
先

不

相

分

品

;«_

:
£

1壽〜
■::  

'  

'

tr
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
旣
に
こ
の
年
以
前
に
調
蜜
が
命
ぜ
ら
れ
；

k

い
る
。 

調
査
内
容
に
っ
い.ズ
は_

形
を
缺
く
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
文
脈
よ
り
推

V

;.
../•
.... 

.
-

'.
'
•
,
.
.
. 

.... 

■

'>1
.
..;.. 

'
V
,

:.
..... 

'

:•
•-
.
• 

ノ 

-
V

• . 

門

改

帳

よ

、
り

壬

牢

戶

籍

へ

㈠.

ソr-  

•

し
て
過*
何
年
間
か
の
戶
ロ
數
を
調
べ
さ
せ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
，
年
宙 

敷
相
分
り
兼
る
も
の
は
判
る
分
だ
け
調
べ
ょ
と
言
も
か
か
る
®

で

,
 

%..
つ
た
事
を
窺
わ
せ
る.:
0
從
つ
：て
&
れ
を
從
來
め
宗
門
改
帳
や
後
の
昼 

帳

の

如

く

戶.@
の
詳
細
な
人
ロ
調
査
と
は
，な
し
得
な
い

。.

.
:

㈡.

明
治
三
年
七
月
、.當
時
の
尾
鷲
組
鄕
長
代
、
.
土
井
忠
兵
衞
ょ
り
の
達 

'書
に
次
の
如
き.
も
の
が
見
出
さ
れ
る。

.
「

.

.

.

'

,

 

■

.

.
乍
恐
奉
籠
申
上
口
上.

•
',
,

•:

.

.1

’當
午
，年
戶
ロ_

帳
之
儀
、

」 .
早
々
押
達
可
^
上
樣
度
々
御
通
詞
之
御
趣
奉 

畏
早
々
差
出
候
樣
村
々
江
相
達
候
處
、
御

？
新
御
取
調
之
儀
と
付
至
急 

取
調
出
来•
候
間
猶
豫
之
履
出
候
得
共
、
延
.
引
難
成
筋—
付
尙
急
.々 

取
調
差
出
可
申
機#
聞
御
座
候
得
共
、-.兎
角
行
屆
翁
彼
是
手
後
レ
.
ニ..
相
. 

成
、
謹

延£

 -1

相
成
候
段
师
と
も
可
申
上
樣
無
御
座
不
調
法
奉
恐
入 

候
、
.何
卒
此
段
幾
重
二
も
御
管
免
之
程
偏

 >i:

奉
願
上
候
、
依
之
乍
恐
御 

.

馨

付

奉

差

上
"候
以
上
：

.

.

,

-
■-
'

:■
'
■■.
役

名
;:

■•
•
:
午
七
月
：
ぐ

''..ノ
 

::■
‘ 

'■. 

.

.土
井
忠
兵
衞，.

-
.
.
.
.

: 

‘ 

マ 

.
,
.
.
.
-

■■
':
こ
こ.
に
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
戸
口
.
調
帳
は
、
前
者
と
は
異
り
戸
籍
調
の
. 

形
式
のt
の.
で
奮
事
は
文
面
か
ら
窺̂'
れ
る
。
尾
鴛
組
大
芘
屋
文
書
に 

現
存
じ
：て
：い..る
こ
の
年
の.
戶
ロ
'調
は
、
同
年
六
月
と
八
月
の
ニ
岡
ほ
殳 

__
同
樣.
の.
書
式
を_
%0..
て
書
か
^
た
管
下
十
四
力
村̂

も
のV

が
あ
る
が
とゝ

.

六

九(

ニ

四

七)難

^

^

^

^
霞

、



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
.
笫
十
二
號

七

〇

(
.

一
一
四
八

)
の
命
令
と
結
び
付
け
て
考
え
る
事
が
で
き
る
。
寄
式
そ
の
他
に
つ
い
て
は 

後
：に
實
例
を
擧
げ
ズ
觸
れ
冬
。
た
：だ
こ
の
種
の
調
蜜
が
手
間
ど
り
、

.
延
引
'
 

を
續
け
て.
い
，る
事
：は
、
調
资
方
法
や
書
式
に
從
來
の
宗
門
改
と
異
る
も
の 

で
；あ
つ
：た
が
ら
で
あ
め
ぅ
か
.'
0

: .

'.-V.
.:'
 
,

肖

.明
治
四

年
ニ
月
1
1十.
五
白
の
，
項

に

次

の

.
如
き
名
の
が
あ
る。
.

:

;

:

_

 
長

嶋

胡
.M
I
:

' 

村
數
宿
數
を
初
別i

形
之
通
取
調
之
儀'
御
本
府
ょ
り
御
達
相
成
候
付'
 

左
機
相
心
得
取
調
さ
兮
候
儀
宜
取
計
候
事
;. 
ノ

、

套出無本出張
1.:

一
月
廿
五
日

雛
形
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
中
に
戶
ロ
.
數
の
調
査
が
含
ま
れ
て
い
.
る
。
低 

■し
こ
の
調
蜜
は
.那
每
の
集
計
を
出
す
の
を
目

^

と

た̂

ら

-.
L

く
、
書
式
も 

村
毎
の
'調
査
を
求
め
て
は
い
，な
い
。
.
恐
ら
く
は
前
節
の
維
新
政
府
に
.ょ
る 

調
蜜
科
に
對
應
す
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
ぁ
る
。
少 

く
も
和
歌3

雜
獨
自
の
も
の.
で
な
い
事
は
、'•調
査
書
雛
形
に
'、
'，
從
來
こ
の 

藩
內
に
は
存
在
し
な
い
宿
數
等
の
_

査
を
求
め
て
昆
る
點
か
ら
も
窺
わ
れ 

る
の
で.
あ
る
。
-

以
上
は
壬
申
戶
籍
以
前
に
ぉ
け
る
調
查1
ぁ
つ
た
。
他
方
、
主
申
戶 

籍
の
作
成
を
め
ぐ
っ
て
は
、.
こ
の
史
料
は
か
な
り
多
く
の
記
載
を
見
せ
て 

い
る
。
'そ
れ
ら
を
通
じて
、

.
新
戶
籍
法
.の
實
施
が
地
方
に
お
い
て
如
何
に

迎
え
ら
れj-l.

か
‘を
知
る
事
が
で
き
る。' ■'そ
こ
に
は
非
常
な
因
惑
と
疑
念
が 

.
あ
つ
：た
樣
で
あ
る.:
°.
鄕
長
間
に
妒
け
る
、
或
い
は
藩
の
民
政
役
所
と
の
間 

忆
■お
け4

游
ル4

書
簡
の
往
11
は
こ
.の
間
の
事
情
を
興
味
深
く
傅
え
て
く 

水
る
:0
紙
面
の.
都
合
上
、'今
そ
の
す
ベ.
て
を
紹
介
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、 

適
宜
取
捨
し.
、.
こ
；の
項
に.
，ま
と
め
て.
み
'る
事
に
す
る。
;

.
旣
に
述
べ
た
■
に
、
戸
籍
法
は
明
治
四
年
四
月
四
日
の
布
告
で
あ
，る 

が
、
奥
熊
野
僻
遠
の
尾
鷲
組
に
何
日
傳
達
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
。 

こ
の
史
料
に
初
見
さ
れ
る
の
は
次
の
民
政
局
#W

出
廳
ょ
り
の
付
達
で
あ 

る
0 
.,

「

. 

.

下

四

組
‘
鄕

長

江
■

戸
籍
人
員
細
密
取
調
之
儀'
天
朝
！

i

み

被；

仰
出
候
付
連
ニ
：取
調
候
箸
、 

組
々
書
記
共
も
地
場
御
用
筋
も
多
端
之
折
柄
、

.
右
等
取
調
4
腐
居
候
而
者 

自
然
延
遷
可
致
間
、
一
組

II.

而
右
取
調
御
用
筋
申
付
可
然
者
人
撰
い
た
し
、 

兩
人
つ
\.
至
急
出
廳
江
差
出
可
_
申
候
、
尙
取
調
方
之
儀
者
其
節
篤
と
申
聞 

候
間
、
，
右
樣
相
心
得
可
申
候
依
而
此
段
相
達
候
也 

.

.
六

月

十

六

日

,
..
•

出

廳
 

本
文
取
調
刻
限
も
有
之
儀

n

付
成
丈
ヶ
早
々
差
出
候
樣
可
取
計
事

卽
ち
調
査
方
法
に
.つ
い
て
説
明
を
す
る
か
ら
各
組
ょ
り
人
を
寄
越
せ
と
言 

ぅ
の
で
あ
る
。
當
時
の
出
廳
は
潮
岬
に
近
い
古
座
に
あ
り
、
陸
路
を
通
れ 

ば
相
當
の
日
數
を
要
す
る
。
連
絡
の
た
め
出
向
く
の
も
容
易
で
な
か

つ

た 

事
が
想
像
さ
れ
る
。
次
の
書
簡
は
同
年
六
月
廿
五
日
未
刻
付
の
長
島
組
鄕

長
長
井
覺
兵
衞
，か
ら
の
來
狀
で
も
る
が
、

..
種
々
興
味.
深
.い
點
が
少
く
处
い 

の
で
適
記
し
ょ
ぅ
。
 

• 

:

' ;

.

「 

_ 

.
: 

'
パ 

_

下
僕
歸
村
、

_

及
御
申
合
候
拙
者
御
用
筋
も
彌
古
座
行
ニ

 

付
而 

诸
需
之
戶
ロ
久
員
苴
細
調
之
儀
、
着

卽

刻

相

伺

候

へ

㈣33

張
二 

而
も
何
事
も
難
相
分
、
-
組
々
^
^
入
撰
之
上
古
座
出

-#,
へ'差
-̂

候

|
|^-
申 

M

、.
且
調
方
之
模
樣
も
相
伺
候
處
、

•

赤
城
史
生
被
申
候
候
一

1

.
ハ
、
先
達 

而
相
趟
し§

形

都

而

差

急

キ

候

事

歟

二

双

申

、

お

員

，ハ
へ
、
此

間

之

_

お 

合

ハ

大4
鎺

謂
11
1

1

チ

ぶ

下

兰

駔

ハ
^:
樣

之

見

込

蠢

年

貴

現

腹

を

調
 

方M

■相

掛

リ

篇-SH

候
處
、
夫
も
尤

U.

相

聞

候

，
へ

共
！
：

樣

古

座

へ

罷

出 

候
上
な
ら
で
.
ハ
確
ニ

難
突
留
、
.西
川
氏
へ
も
及
問
修
へ

W
同
樣
之
事
，.-而 

一
決
致
か
ね
、
.
左
候
.ハV
御
同
前
ニ
片
時
も
差
急
キ
人
撰
之
上
古
座
へ
可 

差
出
場
ニ
候
得
共
、
御
同
前
ニ
勝
手
不
心
得
之
者
を
雇
た
、
大
暑
中
遠
程 

を
差
出
、
若
調
方
之
模
樣
等

-
而
一
往
復
致
し
膽
ハ
、
^
敷
十
日
餘
之
消 

.
0V
。
都

而

：
不

手

行

M

%:
可
有
之
と
存
候
ニfta
il
l

^
長
申
へ:%.
種
_々

罾.. 

之
上
、
木
本
組
及
鄉
畏
書
記
之
內
壹
人
と
、
卞
三
組

«
狀
4
拙

考 
'山
組 

.

想

代〗

1
入
鹿
居
合
候
故
新
藏
方
罷
出
下
郡
懸
代
と

.
し
ー
て
ー1ー
人
明
廿
六
日
木 

:

本
出
立
、
本
廳
へ
..出
仕
之
上
調
方
之
横

_

伺
詰
木
本
べ
引
取
之
上
當
所

.>
“
 

而
相
認
候
駿
、

：

亦

箸

組

々

江

持

歸

リ

一i
,

卽
□
馳 

.
使
僕
候
間
右
樣
承
知
可
有
之
候
、

..(

後
略).
■

:

” 
, 

' 

' 

.

'
■

六
月
せ
法.
-0
盡

'ー
::
'-: 

•

長

井

蟹

：

中
村
^K

中. 

-

-

宗
門
改
帳
ょ

‘り
壬
申
戸

#

’

B

邊

&

置
；B

g
a
g
w
a
a
s
i
a
ig
!

卽
ち
手
代
の
者
で
は
覺
束
な
い
の
で
長
島
組
鄕
長
自
ら
が
出
廳
ヘ
出
掛
け 

る
と
言
ぅ
の.
で
，あ
り
、
他
方
木
本
出
張
で
ば
不
明
な
點
が
多

-
か
つ
た
.事
も 

記
さ
れ
て
い
る
。
古
座
で
.
調

查

手

箸

を

.
聞

い

た

こ
の

鄕
員
は
六
月
廿
九 

.
日
、
木
本
組
鄕
長
宛
に
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

r 

. ,■ 

. 

•

-

i
-

. 

.

.

一
戶
ロ
人
員
細
詳
調
、
中
々
壹
通
之
事
.
“~
無
之
、
向
後
人
撰
之
上

r
組 

貳
人
ッ
、
其
掛
リ
役
人
ヲ
見
立
、
御
委
任
-1

相
成
鄕
長
書
記
之
手
を
離 

v

候•

二
魂
度
と
の
御
許
定
、
左
候
.
ハ
、
組
々
盛
迄
見
込
之
.人
撰
一
一
而 

者
不
都
合
と
；存

候
"
付
、兎
っ.
鄕
長
ー
同
チ
菜
江
集
會
之
.
上

一

集

_

、

:

,#
組

备

之.
it
:进
座
へ
；

差
®

!

仕
度
と
の
儀
今
朝
相
伺
候
處
、
，
御
廊
二 

.
而
御
判
議
デ
候
得
共
決
議
：

-
一
至
翁
候
、
右
故
只
今
之
所
何
と
も
難
取
留 

.

候
得
共
、
何

れ

！

I

も
集
評
も
.の
と
存
候
而
兎
モ
角
組
々
同
役
中
二
日
三 

.
日
中-
l
i
'へ
I

候
機
御
手
配
被
下
、
尤
餘
者
拙
者
菜
へ
引
取
之 

上
可
申
上
候
以
上•

六
月
廿
九
日.. 

.

長

井

覺

兵

衞
..

:
西
川
愛
助
殿.
■■

■
.

'•
■

'

」

.
右
の
書
簡
に
ょ
り
、
戸
籍
編
成
專
任
の
役
人
を
組
々
に
置

V

事
そ
の
他
鄕 

長
が
*
即
に
考
え
て.
い
た
も
の
と
は
異
る
：

「

費
通
之
事」

で
は
な
い
調
査 

で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。
.
そ
の.
後

約一 ,

力.
月
、
戶
ロ
關
係
の
史
料
は
身
出 

.
し
得
な
い
が
イ
七
月
二
十
六
日
付
の
菜
組
囊
，

.
ょ
り
尾
鷲
、
.
相
質
、 

.
長
鳥
三
組
鄕
長
宛
の
書
簡
は
、
'..
戸
口
調
：の
件
に
つ
き
兜
に
決
め
た
各
紙
の

. 

:

七V
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»J
三

田

學

嘉

誌

，
第

四

十

七

卷

笫

十

ニ

號

、

寒
往
^
^
霞
の
内
冗
郡
四
組

)

ょ
り
三
名
を.

日
を
傳
え. 

て
來
尨
の
够
贤
故
え̂

^
駔
の
内.
か
ら
三
名
冷
派
遣
し
お
旨
を
記
し
：
 

て
い
る
，。
し
し
か
し̂
の
成
果
は
上
ら
な
か
つ
た
ら
し
く
、
八
月
十
一
日 

付
め
派
遺
;$
机
た
渚
^ ,
ら

：
の

書

簡

は

〉

：
芦

籍

編

制

之

.

,

上

郡

に

ぉ

み

て
 

も
^
®
麗

審
t
漤

■
:

別
紙
之
通
伺_

達

候

處

土

ヶ

紙

甚. 

.
:
'?
:

n

候
褰
ム
^
1
^」
，.
と
述
べ.
て
居
り
、
；
小
在
を
ユ
：村
選
が
試
み
：
 

に.
戶.
籍
を
作
ー
つ
て'み
る.
；事
に.
す
る
と.
傳
え.
て.
ぃ

る

。
：
.
別 

や

村

々

戶

謹

め

施

行

に

當

师

な

る

點
.
で•
困
惑
を
感
じ
た
；の. 

か
を
示
す
好
史
亂
と
考
え
ら
れ
る
の
で
敢
え
て
全
文
を

•

示
す
事
に
し
よ

こ:.
--
':-..•.
御

伺

ロ

上;•
■

:

,

•

■

.

'

ノ
 

V

1

物

產

蓊

役

人

者

.

驗

組

可

申

哉

:-

,「 _

:
紙

：
来
-#
出

廳

餐

衝

へ
'候
笮
1「

付
相
除
可
谇
事」
: .
:-
•

ニ/鄕
長
捕
た
手
地
紅
^

^

种
鄕
役
所
書
記
醫
師
修
驗
人
別
之
儀
何
職
べ

•■
:
•
,

取
^

®
#

:，:  

' 

■

ぐ
へ
：'-
..-

,
1
^
.

捕
逻
鲁
fa
/t
.#
'

ハ#

可
相
達
、
：地
士
帶
力
人
は
平
民
同
様 

■\
.
,或
>>
^

^

孩

策

組

襄

事

、
：ー

醫

師

パ

醫

業

ト

シ

、

修

驗

で

雜

業

に

： 

、
：：

联

組

可♦

事」

>
を

る
 

へ
 

'
.•.
• 

.
1交
代
兵
之
內
_入

營

之̂

^

備
籍
等
芯
仕
譯
加
何
可
仕
哉：

'

^ ?_

兵
.

，ハ•

寄
留
：之
例
二
從
ビ
、
豫
備
籍
之
者
ハ
平
民
之
通
可
相
心
得
事

」
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造
腮
籍
之
者
立
歸
认
候
ハ
、

.

入
籍
爲
致
可
申
哉.

，

.

パ
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- 1
&

厳
リ_

.

ハ
、
其
段.

可
申
出
、
：

>

其

上_

1

而
：沙
汰
可
反
事」

.：：
■
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一
五
〇)

1

. 4

所
^

1
<
込

其
地
二.

而.

i

:

致
居
候̂

共
鑑
札
所i

之
候

'

ハ
>

1

:.
.
:

し
..

可
审
哉
：

■■
'

.
• 

.

.「

本
籍
ヲ
取‘

調

r

靡
可
申
出
、
其

情_

1

ょ
つ
•て
本
籍
之
廳
へ
掛
合
上
可
及 

ち
沙
汰
事!---
-.... 

.

.

.い
:

:

'
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.
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•

1、、

同

縣

た

り

共

郡

違

.
〒
而
鑑
凡
所
，鐘

芝

者

A

ヽ
是
亦
追
戾
し
可
申
哉
-.
,

,
、f̂-
二 

準
シ
：候
寧 j  
. 

■.

•

一..

他
縣
又
者
都
違
及iC

込
有
之
候
半
年
切
奉
公
：

<

た
り
共
鑑
札
無
之
渚ハ 

悉
皆
追
戾
し
鑑
札
取
り
候
上
一
一
而
寄
留
へ
取
組
可
申
哉

.

' 

,

c

朱
g
 

.

「
「

左 

ニ•

同
：

j
'

.
;
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方
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江
！<
律
且.
土
陸
致
船
宿
ー1而
^
1
い
：た
む
候
も
の
も
無
鑑

_ 

,

^
^
'€
>
と
：同
儲
追
戾
し
：可

申

哉
-:
:

.

:

, '
.

'.
.

つ
£

條
共
書
南
之
酿
リ1

ー.可
相
心
得
事1—:

;:
'

一.

制

人

制

度—
付

菊

者

村

で1
.

而
.旅
籠
屋
相
極
置
假
令
議
た
り
共
素
人 

- ;

康
ニ

'

而

樊

崔

爲

潋

候

敗

ハ

へ

ブ

切

無

用

候

歇

：
：

 

(

 

f
l
fi
s

之

通1

一
可
相
心
得
尤
有
緣
之
者
止
宿
ハ
，但
書
之
通
.リ

不

紛

樣

爲

相

■

. 

'屆
各
せ
ー
可
审
事

」

•

i

但
本
次
方
萬
：一
不
得
止
罾
双
有
て
止
宿
員
豸

㈣

ハ

、'^
^

■

&

甲 

、.

ノ
又
者
保
吊
へ
相
屆
ヶ
夫
ぶ
長
副

i

へ

根

屆

さ

せ

可

申

哉■ 

f
i

l
l

親
誉
之
通
リ
御
心
得
可
有
之
樣
い
た
し

®

度
候
事」

一
.
.

僧
侶

之

儀

假

今
•統
組
合
た
り
共
無
鑑
札
ハ
勿
論
鑑
札
所
持
致
候
共
他 

.
、
縣
之
儈
寺
的

—
而
止
宿
爲
致
候
儀

c

可

爲

無

用

哉.

.

.

但
於
文
萬
ー
不
得
止
事
故
有
て
止
宿
爲
致
候
ハ
、
其
節
々

.

長

副

之

筋
. 

へ，.

:-..

へ
相
屆
さ
せ
可
申
哉：

-

ぐ「

ニ
サ
條
共
書
面
之
通
可

•

相
'

心
樽
事j

1'.

,..

•

.■'
:.

.:
一
 
他
縣
之
者
其
縣
廳
方
之
送
簾
札
持
參
い
た
し
候

'

C
、：

其
段
長
副
及
支
.
'

へ■

廳
江
伺
之
上
人
籍
爲
教
可
电
哉：

■■
;

.

,

, 

‘ 

.

.

:「

右
同 i

'-

, '
，ハ.

,

'
 

V

:

.

'
.

-•
:

'一
當
風
怒
者
他
縣.
へ
人
籍
い
た
し
度
候.ハ
、
其
段
當
人
ふ
相
願
さ
せS ：.
副

：.
 

(2
^

)̂
縣
M'
へ
伺
之
上
二
而
送
籍
爲
致
可
申̂

.

、

「

書
}

i

之
；辋
可
相
心
得
事

」

:•

一
惣
廻
り
非
人
番
人
別
之
镲
其
生
國
を
聞
轧
之
上
分
明
な
る
も
の
ハ
其
所 

.
ベ
_

へ
編
入
致
さ
せ
可
申
哉
且
何
職
江
取
組
对
申
哉 

.「

哿
面
之
も
吖
共..之.
儀|〖

付.
生
國
取
調
等
之
儀
鄕
長
.
へ
達
，
し
，
有

之

ニ

付

蓝 

ベ
而
沙
汰
可
及•」

>;
' 

く
：
'

右
之
通
夫"々.
御
伺
¥

上
候
以
上
：

■

辛

未

八

丹-. 

下

郡

' 
.•

こ
の
記
載
か
ら
理
解
さ
れる
限
り
、
新
戸
籍
の
編
成
が
非
常
に®.
難

で

あ
.
•' 

つ
た
：の.
で
は
な
い
か
と.
考
え
ら
れ
る
。
德
川
時
代
の
半
ば
形
式
化
.
し
た
宗.  

門
人
別
改
帳
を
一
新
し
た
ど
の
調
赍
が
、
地
方
に
お
い
て
圓
消
に
受
け
入

ノ
 

れ
レ
れ
な
か
づ
た
事
は
十
分
顔
ず
け
.
る
の
セ
あ
る
が
、
.
.«

に
前
時
^ .
の»

'ヾ 

杏
が
如
何
に
嚴
密
牲
を
缺
い
た
か
を
も
窺
わ
し
め
る
，も
の
が
あ
る
。
困

惑

> 

の
j i
曲.
と
な..つ
だ
^
似
、'寄
留

、
.
•
一

 
時
：

§

滞
在

及

び

翼

身

分

§

の
算

.

:

入
如
何
：と
言
ぅ
勸
にfe
り
、v

且.
つ
文
無
籍
東
吖
取
锻
に
ゴ
い
て
聞
亂
し
弋
' 

ぃ
る
事
も
興
味
深1>
:'
':°幕
來
に
近
ず
く
垮
っ.れ
、.
是
等
の
數
が
滑
加̂
:

て
：： .

と
、.
宗
門
帳
上
の
記
載
と.
の
差
がM

法
實
施
に
當
つ
て
生
じ.
た
疑
間
•
と

- 

な
つ
た
と
見
ら
れ
る
。.

こ

• ©
後
も

年
末
に
至
る
迄
屢
々

編
成
の
手
續
や
打
合
わ
せ
の

«

■

が
み.
ら
れ
る
。
總
じ
セ
壬
申
戶
籍
の
作
成
に
非
常
な
時
間
と
勞
カ
を
耍
し 

た
事
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
出
来
上
っ
た
も
の
は
決
し
て
完
全 

'な
調
査
で
は
な
く
、
猶
相
當
の
脫
漏
者
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
兎
も
角
か 

か
る
困
難
を
經
驗
す
る
事
に
ょ
り
始
め
て
茼
一
の
規
準
に
ょ
る
全
國
的
な 

調
査
が
可
能
と
な
っ
た
の
.
で
あ
る
。：  

：

.

.
'

.
划
上
述
べ
て
來
た
如
く
、
壬
申
戶

_

の
_

あ

は

色

々

の

難
點
に
直

面

し 

た
。
：
太
政
官
相
告
が
四
年
四
月
四
日
で
あ
り
、
一
編
成
を
翌
五
年
二
月
一
日

. 

と
し
た
の
も
、
準
備
：に
.
要
す
る
か
な
り
長
い
時
間
を
豫
想
し
た
も
の
で
あ
V 

ろ
ぅ
か
。
現
在
と
は
異
り
、
多
く
の
村
に
お

i

て
ば
專
任
の
村
政
擔
當
渚 

も
居
ら
ず
、
直
っ
又
諸
事
多
端
の
折
で
あ
っ
た
か
ら
謹
が
倍
加
さ
れ
て 

.
い
た
事
は
前
揭
の
諸»
料
か
ら
も_

ぅ
事
を
得
る0:
壬
申
戶
籍
以
外
の
戶 

ロ
帳
に
っ
：い
て
ば
何
等
か
か
る
記
載
を
見
出
す
事

.
は
出
来
な
い
。
前
述
の 

如
く
宗
門
改
帳
：と
は
別
の
戸
口
調
査
書
が

.
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の 

作
成
^
全
然
隱
が
な
か
つ
た
と
は|
1
£ま
い
。
し
か
し
、
書
式
は
と
も 

あ
れ
、
記
載
の
内
容
は
、
後
に
述
べ
る
如
く
、
'宗
門
改
帳
の
延
長
と
見
ら 

れ
る.
の
で
あ
り
、
壬
_

戶
籍
と
の
開
き
：も
か
な4
存
在
，̂

、̂る
。
從
っ..

て
'
少
く
も
和
歌3

藤
に
關
す
る
限
り
、
矢
張
り
新
し
い
方
法
、
內
容
に 

ょ
る
人
ば
調
蜜
は
壬
_

月
籍
が_
.

で
ぁ
っ
た
と
な
し
得
ょ
ぅ
。
是
等
の‘

具
體
的
な
考
察
は
次
節
以
下
に
お
い
て
觸
れ
る
事
と
レ
た
い
.0

來
た
寬
はf

躱
片
認
：め
ぢ
れ
务
と£.
ろ
で
ぁ
り
,.

>
ー
か
办
.る

現

寶

の

八

府

攀

:';-;;;
.̂

;
.

::,
宗

門

蜃

於

ザ

壬
：
_

^
 

'v:.
:.
:
;:
'(

v:
'

.

た

だ

殘

念

な

が

を

：雜
新
期
に

•

お
け
る
：こ
れ
ら
熊
野
地
方
の
人
口
調
査 

, 

七

三

(
！

一

五
3



二
！.一

田

學i

誌

第

四

十

七

卷

第

十

二

號

.

七

四(1

一
五
5

と
政
府
の
法
令
と
の
關
係
は
殆
ん
ど
明
ら
如
に
し
得
た
か

.0
.

だ
。.
現
在
利
.
：'

用
し
得
る
史
料
の.
^

と̂
制
-̂.
に
も..よ
る
の
で
あ

^'
か
、* '
:
稿
第.
1
-'
tn
に 

お
い
て
擧
げ_
た
政
府
に
■よ
る
幾
つ
か
，の
調
査
の
内
、
和
歌
⑴
藤
の
蘭
係
す 

る
部
分
も
紅̂

ヶ
あ
る
箬
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
如
做
な
る
形
態
セ
寶
施
ざ

.

れ
て
行
べ
か
は
殆
ん
ど
知
り
得
な
い

-0
で
4
る
。
，
又
、
：
地
方
の
史
料
と
し
.丨 

て
尾
駕
組
大
庄
屋
文
書
は
か
な
り
ま
と
ま
つ
た
も
の
龙
と
は
言
え
、
：

.
矢
漲
，

り
局
地
的
な
制
約
は
如
何
と
.
も
し
難
い
。
藩
廳
に
近
い
地
.方
で
は
ど
ぅ
だ 

つ
た
の
か
に'つ
い
て
も
今
の
處
不
明
で
あ
る。

.

* . •
< v ぺ

ん：•ぐ. 

し Jム

:'

次
號
自
次X

第
四
十
八.卷
•第
|
號)

-;
.

.

論

說

.

生
活
保
護
法
關
係
の
社
會
事
業
に
關
す
る
諸
問
題 

- 

小
島
..榮
次 

ィ
ギ
リ.

ス
勞
働
黨
成
立
の
思
想
史
的
背
景(

上)

.

.

.

販
田
.
.0

* 

• 

■ 

. 

■

-
.

.

.
資

料

' ... 

.

力
！
ル
大
帝
の
テ
ス
タ
ー
メ
ン
ト
ウ
ム

.

宇
尾
'野
久

日
本
電
氣
通
信
產
業
の
構
造

.
伊東岱吉
 

尾
城
太
郞
丸

書
評
及
び
紹
介 

, 

經
濟
學
關
係
文
献
目
錄

書
評
及
び
紹
介

「

社
會
改
革
の
新
構
想」

 

*

I

新
フ
ェ
ビ
ア
ン
論
集

一

I

こ
の
本
は
そ
の.
副
題
の
示
す
如
く
、

.
今
日
の
フ
ェ
ビ
ア
ン

.
協.
會
-—
1 

九
三
九
苹

復
活——

が
往
時
の
フ
ェ
ビ
ア
ン

.

.
エ
ツ
，セ

ィ

ズ(

パー

ナ

ー
, 

r

シ.
ョ
ォ
の
縞
輯.
一
八
八
九
年
刊

行)

，の
成
功
を
间
顧
し
て
、
社
會
主 

義
の
前
進
の
た
.め
に
と
い
う
大
き
な
野
心
を
い
だ
い
て
著
わ
し
た
も
の
で 

あ
る
ゾ
こ
れ
は
專
ら
現
在
の
勞
働
黨
ど
關
係
を
も
っ
八
人
の
筆
者
の
論
文 

集
で

あ
‘る
が
、.
.著
索
の
序
文
に
ょ
れ
ば
、

''
it
接
筆
を
執
ら
な
か
っ
た
他
の 

協
#

員
の
批
判
も
こ
の
中
に
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
い

.
わ
ば
、
同
協
食

- 

の
集
團
作
業
の
產
物

. 
で
あ
る
と
い

. 
う
。 

し
か
る
/
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
執

筆

. 

，者
の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
異
に
す
る
ば
，か
り
で
な
く
、
態
度
に
お
.い 

て
も
特
異
の
も
の

.

.
を
も
っ
て
い
る
こ
と

.
に
注
因
す
る
必
要
が
あ
る
。
.協
力 

.の
中
に

も
對

立
が
あ
り
、

對
立

を
超
え

■な

..が

ら

協

力

す

る
と
い

.う
フ

.ェ.
ビ 

ア
ン
の
民
主
主
義
的
精
神
は
そ
の
ま
ま
こ
の
書
物
の
，構
成
に
具
体
化
さ
れ 

て
い
る
と
い
つ
て
ょ
い
。

こ
'の#
鞭
で
最
初
に
：注0
を
惹
く
の
は
、
.

®
を
飾
る
.
ク.
ロ. 
X'
T
ン
の 

論
文
'「

社
會
主
義
の
哲
學」

で
あ
'ろ
う
。

か
っ

て.
の
ィ
ギ
リ
、ス

の

社

會

運'
 

動
は
遇
想
的
に
は
功
利
主
義
の
哲
學
を
受
入
れ
、
經
濟
學
的
に
は

.
於
い.
た. 

い
に
お'い
て
古
典
學
派
が
ら

.
マ..
丨
ど
ャ
ル
に
傳
わ
厶
：立

.
場
を
：據
び
ど
.こ
ろ 

に
しV

:

い
.た
0

マ
時
的
に
、
す
な
わ
ち

二

九1
1
1
0

年
代.
の
あ
る
時
期
に
：
.
お.

い
て.
マ
，
.
ル.
ク
ス
主.
義
の
，革
命
思
想
と
階
級
_
荦
觀
が
 
'一.部
.の

人

々

を

支 

し
た
け
れ
ど
も、
'-今
次
の
大
戰
を
契
機
と
し
て
は
，つ
き
り
こ
れ
か
ら
'離
麻

，.た
.次
第

に
そ
の
影
響
を
ぅ
す
く
し
て
お
り
、

マ
ー
、ゾ
ャ
ル
の
經
濟
學
も
同 

じ
く
ケ
ィ
ン
ズ
流
の
經
濟
學
の
影
に
か
く
さ
れ
て
し
ま
つ
た

0.
.

.
■ク
W.

ス
マ
ン
は
.
そ
の
代
り
に
何
を
與
え
ょ
ぅ

..
と..す
る
か
。
新
し
い
社
會 

.

改
革
の
.
哲
學
を
求
め
て
彼
の
論
文
を
讀
む
も

0-
は
、
失
望
せ
ざ
る
を
得
な 

い.
。
彼
は
、唯
物
的
な
思
想.
を
排
擊

-t
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
が
、
し
か
し 

新
し
い
社
會
哲
萆
を
說

-v
'

て
ば
い
な
.
い
。

fc
.だ
社
會
の
道
德
的
進
步
が
社 

會
主
義
者
の
共
通
の
自
標

.
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
說
く
に
止
ま
る
。
道
德
的 

進
步
と
は
個
人
の
人
格

9

平
等
と
そ
れ
_

へ
の
尊
敬
の
.程
度
に
み
ら
れ
る
と 

な
し
、
そ
.れ
ゆ
具
体
的
に
は
國
家
內
の
法
律
制
度
や
財
產
制
度
や
力
の
分 

布
の
な
か
に
み
ら
れ
る
も
の
と
す
る

0.

彼
の
論
.文
は
し
か
し
こ
の
進
步
觀 

、の
論
.
證
に
力
を
注
が
な
い
で
、
主
と
し
て
戰
後
の
國
際
情
勢
と
國
內
政
策 

の
解
釋
_
に
多
ぐ

«0-
頁
を
割
い
て
い
る
。
そ
し
て
經
濟
政
策
的
に
は
社
#
保 

障
と
資
源
の
年
等
な
分
配
、
政
治
的
に
.は
寬
大
な
民
主
主
義
に
則
し
て
冷 

戰
を
暖
か
に
眺
め
，

る
..

と
，い
う
妥
協
主
義
の
主
張
を
も
つ
て
そ
の
結
論
と
し 

そ
い
る
。
こ
の
論
丈
は
新
し
い
フ
土
ビ
ア
ン
主
義
の
發
足
の
卷
頭
に
掲
げ 

一

ら
れ
る

■も
の
と
し
て

.
は
い
■さ
さ
か
論
理
的
精
密
さ
と
科
學
的
說
得
力
，に
お 

.
い
て
物
足
.
り
な
.
い
も
の

'が
あ
る
。

.L
か
し
理
論
ょ

り

も
實
踐
を
尊
重
す
る 

ィ
ギ
リ
ス
勞
働
黨
の
步
み
方
が
、
或
い
は

.
そ
こ
'に
.み
ら
れ
る
の
か
も
し
れ 

な
ぃ
。

V

■
.

-

 

'

第
二
論
文
で
は
ク
ロ
ス
ラ

..ン
ド.
が

S

本
主
義
か

^

の
移
私

」

を
論
じ

. 

.

'て
い
，る

;-
°

彼
は
'
ま
'ず
資
本
主
義
が
'今
日
に
お
い.
て
，成
'し
遂
げ
た
®

貌
I

 

.
初
期
の
自
由
.主
義
者
の
眼
に
移
つ
た
資
本
主
義
と
の
相
違—

を
略
述
し 

て
い
る
。
私
有
財
庫
の
權
カ
の
浚
退
、
經
營
者
の
進
出
、
.國
家
統
制
の
增 

犬
、.
社
#

施
設
：の
發
展
等…

…

こ
れ
ら
の.
一
連
の
傾
向.
に
.み
ら
れ
る
共
通 

.
-
の
特
質
技.
著
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